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いて，規制物質で

ガス（GHG:Gree

CO2 の 25 倍）や

アセトアルデヒド，

アヌル酸，アンメ

SCR システムを用

貴重な知見とい

適合（DPR付き）

て NOx，PM いず

低い東京都 No.２

した（図 3-2）。 

スリップアンモニ

室効果ガスの排

％, CH4/CO2=0.

であった（図 3-3）

常に低いレベル

良いものであった

と耐久性に優れ

ベルまで NOx を低

りリーン側で制御

ネジメントであろう

平林浩，細谷満

動車技術会 2014

015 

めには高過給化

範囲における高効

ムとして 2 段過給

外の主要コンポ

そこで，最大のポ

する低圧段ター

＝WG タイプ）とす

い応答性も必要と

図 2-2 に示す。低

の中間領域では

効率を確保して

いえるだろう。 

て，過給ダウンサ

ディーゼルながら

給機を採用するこ

このようなエンジ

畑野潤一，福島

の開発，自動車

尿素 SCR システ

ゼル商用車用に

である NOx, PM,

n House Gas）で

や，微量有害成

，1-3 ブタジエン

リド，アンメリン，

用いて，これだけ

える。これらの測

尿素SCRシステ

ずれも大幅低減が

２モード（TMG2）

ニアはいずれの

排出量比（CO2 排

03％と非常に小

）。軽油由来の未

ルであった。 

たが，その背景に

れたものを用いて

低減した上で尿

御されていること

うと推測する。（下

満：大型ディーゼ

4 秋季大会，No

による高トルク

効率と過渡時の

給機を搭載し，NO

ポーネント，例えば

ポイントといえる

ーボについては，

する一方で，高

という背反に対

低速域は高圧段

はタービンバイパ

いる。様々な状

サイジング化が

らそのコンセプト

ことは増えると見

ジンが国内でも

島寛之，青柳聡，

技術会 2014 秋

テムの排出ガス

に開発した後処

NMHC, CO の排

である CO2, N2O

成分として排出が

ン，ベンゼン，ベ

メラミンについ

け多くの成分を対

測定結果より以

テムにおいて排

ができており十分

，同 No.５モード

の運転モードに関

排出量換算での

小さいことが分か

未規制物質（図

にあるものは

ていること 

素 SCR を適用し

と，および触媒の

下田，鈴木） 

ゼル商用車用尿

.132-14 

化が必須と

の燃費，排ガ

Ox 対策とし

ば燃料噴射

2 段過給シ

高速，高出

圧段につい

応するため

段ターボ，高

パスバルブ

状況で求めら

が顕著だが，

を高次元で

見込まれ，高

も採用される

松尾雄一：

秋季大会，

特性につい

理システム

排出評価だ

O（温暖化係

が懸念される

ベンゾ[a]ピレ

て計測を実

対象に測定

以下のように

出ガス測定

分規制値以

ドにおいても

関して最大２

の比較）は，

かった。他の

3-4）および

しており，尿

の活性温度

尿素 SCR シ

F

Figure 1‐5（左
  （右

Figure 1‐6   

Figure 

Fig

Figure 3

Figure 3‐2   各種モ
NOx 低減効

Figure 3‐4 JE‐0
における軽油
未規制物質の

左図）燃焼室表面
右図）ＩＶＣ時の燃

各位置における
表面温度の

2‐1    2 ステージ

gure 2‐2    2 ステー
制御マッ

3‐1    JE‐05モード
低減効果

モードでの 
効果 

Fig
C

05 モード 
由来の 

の測定 

Fi

面の温度モニター
燃焼室壁温分布

クランク角に対す
の経過 

ジターボの模式図

ージターボの
ップ 

でのNOxと PMの
果 

gure 3‐3   N2O と
CO2 に換算した排

gure 3‐5   JE‐05
における尿素由
未規制物質の測

3 

ー位置

する壁

の

と CH4 の
排出率 

モード
来の 

測定 
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4 新エ

トヨタ

型 2.0L

とその技

本エン

ターボと

もに，中

とが特徴

のほか

用して潤

ている特

燃焼

では壁

ンスプレ

により低

ンジェク

得られる

状に変

これら

善を両立

に成功

LSPI

トヨタ自

特徴は

るオイル

グしたエ

ることが

部位に

成しやす

また，ガ

れる赤熱

ロセスと

膨張排

の考察

混合気

では LS

「スパ

し，白石

速および

4-8 に

に放電

し放電電

回目の

電電圧

に伴い

る。初回

速下で増

長さ（Lr

高圧・高

EGR 燃

による放

る。なぜ

NGINE R
 OF AUTOMOTIVE ENG

エンジン・ガソリン

タ自動車から過給

過給ダウンサイ

技術的特徴，燃

ンジンは 4-2 集

とコンパクトな水

中間ロックを追加

徴である。比較機

，クランクケース

潤滑オイルの劣

特徴がある。 

系については，

面燃料付着，オ

レーが使われて

低減している（図

クタ開閉弁制御

るポート形状の

更が加えられて

らは必ずしも新し

立するとともに，

している。 

（Low-Speed P

動車は過去複数

燃焼室内デポジ

ル希釈が多いと

エンジンでも直ぐ

ができる。また，シ

比べて発火温度

すいオイルほど

ガソリン混合気濃

熱スポット数に影

として，筒内噴射

気行程における

に基づき，オイル

濃度の制御の効

SPI の発生抑制

パーク放電チャン

石（日産自動車）

び放電波形特性

放電期間中の放

チャンネルが形

電圧は，所定の

リストライク発生

上昇，この現象

徐々に短くなる

回リストライク直前

増大すると述べ

r1）の関係は，図

高ガス流速下で

燃焼限界にも相関

放電チャンネル伸

ぜ 1ms までの放

REVIEW
GINEERS OF JAPAN  

ン燃焼Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ

給直噴ガソリンエ

イジングエンジン

焼系の詳細，突

集合エキゾースト

水冷インタークー

加した VVT 機構

機種の V6，3.5L

ス換気（PCV）に

劣化を抑制し，自

筒内噴射の混

オイル希釈の低減

ているが，ボア壁

図 4-3）。噴射期

にも改良が加え

の開発と，このタン

ている（図 4-4）。

しい考え方とは

過給直噴の課

Pre-Ignition）とも

数回に亘ってこ

ジットの影響につ

とデポジットが急速

ぐに LSPI が発生

シリンダ上部の

度が低いという興

LSPI 発生頻度

濃度の影響を調

影響することを示

射によるオイル希

る剥離デポジット

ル希釈を削減す

効果を確認し，新

制に成功したこと

ンネル形成に関

らによる発表が

性の影響解析を

放電波形とスパ

形成される（図 4-

の傾きで上昇，所

生，新たに短い放

象を繰り返す。リス

。従って放電チ

前の放電チャン

べている。1ms ま

図4-10のように

で増大すると説明

関が有る事を示

伸長効果により

放電電流平均値

W  
 Vol. 5 No. 1 20

Ⅲ 

エンジンに関する

ン ESTEC D-4S

突発的プレイグ要

トマニフォールド一

ーラを組合せ（図

構により軽負荷時

L エンジンに対し

全運転域で動作

自然吸気式エンジ

混合気形成と乱れ

減が主な改良点

壁面と干渉しやす

期間の短い低負荷

えられている。乱

ンブルをできる

 

言えないが，改

題といわれてい

も呼ばれる突発的

の問題への取り

ついて詳細に調

速に形成される

生するという実験

ボアやピストン

興味深い結果（

度が高いという実

べて膨張・排気

示した（図 4-6）。

希釈 → 発火温

トの加熱 → 混

する噴霧・燃焼系

新型 2.0L 過給ダ

を報告した。（小

関する点火環境

があった。放電チ

を行い，更に EG

ーク放電チャン

-8[A]）。その後

所定値に達する

放電チャンネル

ストライク発生ま

チャンネル長さは

ンネル長さ（Lr1）

までの放電電流

線形近似で相関

明している。単気

した（図 4-11）。

，EGR 燃焼限界

値（Iav1）と相関が

015 

る 3 件の発表 4-

T に関し，それぞ

要因解析と対策

一体ヘッドにトヨ

4-1），トルクレ

時のアトキンソン

して低燃費領域

作できるエゼクタ

ジンと同じ鉱物油

れ強化の詳細が

点である。このエ

すい扇端部の貫

荷でも高い燃料

乱れの強化につ

だけ上死点まで

改良の積み上げに

いる PM 粒子数と

的プレイグは比

り組み内容を発表

調べていることで

ることを報告した

験結果に対する

トップランドに形

図 4-5）と発火

実験結果と合わ

気行程中の余剰酸

。以上のことから

温度の低いデポ

混合気の着火源，

系の構成（図 4-7

ダウンサイジング

小池） 

および放電波形

チャンネル伸長に

GR 燃焼限界と

ネルの時系列変

放電チャンネル

と放電チャンネ

が再形成され（

までの時間（tr1～

は，1 回目リストラ

は，図 4-9 に示

流平均値（Iav1）と

関が得られる。L

気筒エンジンを用

。高回転時は高

界が，さらに大き

が取れるのか？と

-1，2，3）があった。

ぞれは，エンジン

に分かれている

ヨタ内製のツイン

レスポンスの向上

ンサイクルを実現

域が 1.5 倍拡大し

タ式強制換気（図

油系オイルを使

が報告された。混

エンジンでもトヨタ

貫徹力をノズル加

料圧力が利用で

いては，高いタ

で維持できるよう

によって出力向

とオイル希釈の大

較的新しい問題

表している。今回

である。まず，筒

。これは，過去，

一つの回答を示

形成されるデポジ

温度の低いデポ

わせてその影響を

酸素が LSPI 頻

ら，LSPI が発生

ポジットの形成 →

，という解釈を提

7），LSPI を検知

グエンジン EST

形特性の影響解

に着目し，ガス圧

の関係を報告し

変化を示す。放電

ルの伸長に伴い抵

ネルが吹き消える

図 4-8[C]），ま

～tr4）は，放電電

ライク発生直前

示すように，高圧

と初回リストライ

Lr1は，Iav1の増

用いた調査によ

ガス流速であり

きく改善されたと

との質問に対し

これらは新

ンコンセプト

る。 

ンスクロール

上を図るとと

現しているこ

している。そ

図 4-2）を採

使用可能とし

混合気形成

タ独自のファ

加工の工夫

きるよう，イ

ンブル流が

うピストン形

上と燃費改

大幅な低減

題であるが，

回の発表の

内噴射によ

，クリーニン

示したと考え

ジットは他の

ポジットを形

を強調した。

度や観察さ

生しやすいプ

→ 剥離 → 

提示した。こ

知したときの

TEC D-4ST 

解析」4-4)と題

圧力・ガス流

している。図

電開始直後

抵抗が増大

る。ここで 1

た伸長し放

電流値縮小

前で最大とな

圧・高ガス流

ク直前放電

増大に伴い，

より，Iav1 と

り，高電流化

と推察してい

，今回 1ms

F
ト
igure 4‐1 集合エ

トマニフォールド一
ダヘッド

Fig
筒

Figure 4‐4   筒内
タンブル比

Figur

Figur
シ

Figure 4
ス

エキゾース
一体シリン
ド 

Fi

gure 4‐3    スプレ
筒内付着燃料可視

内非定常 
比 

re 4‐6    空燃比の
赤熱粒子数の

re 4‐7    スプレー
シリンダライナウエ

4‐8    放電期間中
スパーク放電チャ

gure 4‐2 CV シス
換気流量

レイ形状と
視化比較 

Figure 4‐5   燃焼
デポジット発火温

の変化による
の差異 

ー形状による
エット低減 

中の放電波形と
ャンネル 

4 

ステム

焼室内
温度 
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で整理を
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5 EV，

今大

ータシス

ンでの発

は基礎

課題が

一般

の程度

いる 5-1）

への移

のため

暖房エ

した駆動

トコアの

走行負

EV 走行

が必要

ーの大

気温 5℃

コアのみ

面でも大

ジン出力

とが分か

運動

を充分発

ための幾

現状

駆動す

難があ

速度に依

機能は

そのもの

の一体

損の低

にするな

を交換す

し，サブ

川田

電動冷

NGINE R
 OF AUTOMOTIVE ENG

を行ったが，エン

文献】 

鈴木 智章，渡邊

イズエンジン，自

中野 智洋，中村

開発，自動車技

岡田 吉弘，宮下

に関する研究，

白石 泰介，寺地

波形特性の影響

 

HEV 

会では，車両に

ステム”，“非接触

発表があり，電

的な発表や野心

目立った。 

の内燃機関自動

が顕著であるこ
）。これは図 5-1

移行が遅れるのが

のエンジン出力

ネルギーへの変

動と暖房のシス

の制御手順を求め

負荷と外気温にお

行中はヒートポン

であることを示

きさで決まる動作

℃で，冷間状態

みの場合のシミ

大きく改善が見ら

力のヒストグラム

かる。 

エネルギーや位

発揮できるだけ

幾つかの発表が

の大型冷凍車は

るものがあるが

り，維持費の大

依存し，性能的

非利用）して駆動

のは，冷凍サイク

化による冷媒損

減や，外気／庫

などの対策をした

することにより適

ブエンジン式に比

らはこれを搭載

凍車の主要諸元

REVIEW
GINEERS OF JAPAN  

ンジン回転数等

 

邊 泉，川合 孝史

自動車技術会 20

村 聡志，藤田 恭

技術会 2014 年秋

下 茂樹，矢口 寛

自動車技術会 2

地 淳，森吉 泰

響解析，自動車

に関する“EV，HV

触充電システム

動車両関連研究

心的な発表が目

動車でも冷間時

ことが知られてい

に示すように，

が主因であるこ

力を高め，水温上

変換率とヒータコ

ステム効率関数を

め，シミュレーシ

おけるこのシミュ

ンプの負荷比率を

している。HEV

作可能範囲内で

から NEDC モー

ュレーション結果

られる。また，エ

ムから低負荷で

位置エネルギーが

の電池の搭載が

があった。 

は，冷凍機専用

が，産業用エンジ

大きさと相まって課

的に問題がある。

動する大型冷凍

クルの高効率化

損失の削減によっ

庫内温度に応じて

た上で，車両の

適切な電力を発

比べて燃料消費

載した車両の構成

元を表5-1に示

W  
 Vol. 5 No. 1 20

で，変わる可能

史，米澤 幸一：

014 年秋季大会

恭史，村瀬 栄二

秋季大会学術講

寛，泉 桂広，青

2014 年秋季大会

生：スパーク放

技術会 2014 年

V システム”と，

ム”の計4セッショ

究の対象の広が

目立ったのに対

時は燃費が悪化す

いる。伊東らはこ

暖房のために冷

とに着目し，電

上昇とエンジンの

コア（通常の暖房

を定義し，各フェ

ションによってその

ュレーションで求

を，非 EV 走行時

走行時の負荷

でシステム効率が

ードを走行した際

果で，提案する方

エンジンの動作頻

での稼働が減少

が大きい大型車

が困難である点

のサブエンジン

ジンを利用した前

課題が多く，後者

加藤らは， 図

凍車用に開発した

化によって COP

って 5％，計 25

て圧縮機の回転

HEV ECU と冷凍

発電することによ

量を 64％削減で

成とその効果につ

す。車両の概要

015 

能性は有るとのこ

新型 2.0L 直列

会学術講演会前

二，大谷 元希：E

演会前刷集，No

青木 文明：デポジ

会学術講演会前

電チャンネル形

年秋季大会学術講

構成要素に関す

ョンに加えて，これ

がりが感じられた

し，車両システム

するが，暖房が必

この点を改善する

冷却水温の上昇

動ヒートポンプエ

の高効率運転を

房用熱交換器）で

ェーズでこの関数

の妥当性を確認

求めた駆動・暖房

時はヒートコアの

比率の制御は，

が最大になる点

際の，この方法で

方法で冷却水の

頻度が小さくなる

して，エンジンの

車は，現状の電池

がネックになって

ンを搭載したもの

前者は，性能は

者も経済性は良

5-5 に示す HEV

た電動冷凍機に

を従来機比 20

5％向上させた（

転数を制御して最

凍機側 ECU 間で

って運用時のシ

できたとしている

ついて述べた 5-

要は図5-7に示す

ことである。（野口

4 気筒ガソリン直

刷集，No.94-14

ESTEC D-4ST 直

o.94-14，（2014

ジットによる LS

前刷集，No.94-1

形成に関する点

講演会前刷集，

する“パワーサプ

れ以外の幾つか

た。コンポーネン

ムに関してはよ

必要な季節の H

るHEV制御方法

昇が緩やかになり

エアコンの併用

図っている。燃

での変換率をパ

数を最大にする

認している。図 5

房のシステム効

の負荷比率を大

熱と電気の蓄積

点を選択する。図

で制御した際と従

の昇温が早くSO

るだけでなく，図

の効率が改善さ

池の性能では H

ている。大型 H

のと，駆動用エン

は良いものの燃費

良いものの冷房能

V の発電機能を

について述べた

0％，冷凍ユニッ

（図 5-6）。車両搭

最高 COP での

で can 通信によ

システムの高効率

る。 
-3）。開発された大

すとおりで，キャ

口） 

直噴過給ダ

4，（2014） 

直噴燃焼シ

） 

PI 発生メカ

14，（2014）

火環境およ

No.96-14，

プライ”，“モ

かのセッショ

ントに関して

り現実的な

HEV ではそ

法を提案して

り EV モード

用により暖房

料から電気

パラメータに

電気／ヒー

-2 は，ある

効率の例で，

きくすること

積エネルギ

図 5-3 は，外

従来のヒート

Cの上昇の

5-4 のエン

されているこ

HEV の効果

HEV 普及の

ンジンで直接

費や排気に

能力が走行

を利用（HEV
5-2）。冷凍機

ットと圧縮機

搭載時の風

運転を可能

り常時情報

率化を実現

大型トラック

ャビン上の圧

冷

F

Figu
放

Figure 4‐10
Iav1 の

Figure 5‐1   現状
冷却水温，電池 S

（シミュレーション

Figure 5
冷

Figu

igure 5‐5   フル電
のシステム

ure 4‐9    リストラ
放電チャンネル長

0    Lr1 と 
の関係 

Fi
限

状 HEV の 
SOC の変化 
ンによる） 

F

5‐3    提案システ
冷却水温，電池 SO

ure 5‐4    提案する
エンジン動作域

電動冷凍車 
ム概要 

Fig

イク直前の
長さ(Lr1) 

gure 4‐11   EGR
限界と Iav1 の関係

Figure 5‐2 駆動／
システム効率マ

テムの暖房時の
OC の変化 

る制御による
域の変化 

ure 5‐6   冷凍サ
改善 

5 

率
係 

／暖房
マップ 

サイクルの
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縮機一

り，搭載

とおり良

の燃料

29％，サ

高効

EV には

ムや車

ったが，

は，化学

について

（水酸化

反応物

ルブで構

る水和時

脱水時

ム評価

らつきに

でき，熱

電磁

応するシ

に対して

季大会

これに対

が異なる

置するこ

に準拠

を示した

前田

行する

容量劣

ることで

指定，等

いる（図

ばらつき

抵抗増

に，検討

5-2）で

本技術

ム等，多

い。 

非接

効率低

材質や

や生物
5-8）。本シ

目し，静

な動作

部を構成

も報告し

ピーダン

って，天

NGINE R
 OF AUTOMOTIVE ENG

体型の冷凍ユニ

載の自由度が高

良好であった。長

料消費量は図 5-

サブエンジン式よ

率パワートレイ

は暖房負荷の影

両全体での熱管

そのうち一つが

学蓄熱システム

て報告した 5-4）。

化カルシウム:Ca

質を封入した反

構成されたシステ

時に放熱し，熱

には復水する際

を実施し，熱交

に押さえた 330W

熱交換器通過後

的な非接触給電

システムや，実用

て，同システムで

で提案した路面

対して車両側の

る車両に対応出

ことによって走行

した非接触充電

たが，費用を含め

らは，EV の実使

EV から収集した

化については，

で推定している。

等）を施すことで

図 5-14）。内部抵

き低減のために

加傾向や，その

討手法に基づき

，容量および内

は，例えば車載

多方面に応用で

触給電型電動車

低下といった問題

サイズ等が制約

物等の検出を可能

システムでは，金

静電容量検知方

を保証するため

成している（図

している。具体的

ンス/位相差特性

天候の影響をほ

REVIEW
GINEERS OF JAPAN  

ニットと荷台下部

高いとしている。市

長距離配送を模

-9 のとおりで，

より 64％改善さ

ン車のネックの

影響が大きく寒冷

管理などが求め

が熱源をもたない

ムを用いた冷熱生

。蓄熱密度，反応

alcium Oxide）/H

反応器，反応媒体

テムで行われる

交換機内の水の

際の凝縮熱を回

換機内の圧力を

W の冷熱出力（自

後の空気温度を 1

電システムに関

用時に有用な異

で走行中の車両

面側に複数の一

の一個の二次コイ

出来るシステム 5

行中の車両へ給

電システムとの併

めて不確定要素

使用条件と車載

た各種データを

電圧変化（dV/

また，推定ばら

で，最終的には実

抵抗については

に各種フィルタリン

の推移が実測値

市場走行 EV の

内部抵抗の劣化進

載バッテリの劣化

できる可能性を秘

車両への充電中

題が生じる。しか

約される等の課題

能とする，新た

金属や水分の有

方式を採用してい

めに，誘導電流を

5-17）。本論文

的には，金属異

性評価実験を，

ほとんど受けずに

W  
 Vol. 5 No. 1 20

部の電池ユニット

市場モニタ評価時

擬した評価パタ

全シーズンの平

されたとしている。

の一つは走行以外

冷地域での EV 普

られている。今回

い EV などの空

生成技術に関す

応速度，繰り返し

HO2 系を用い，図

体を凝縮・蒸発す

る。反応媒体であ

の蒸発で冷熱を

収できる。図 5-

をバルブの開閉

自動車用空調機

12.5～15℃に維

しては，IEC 規格

異物検知システム

両に給電する野

次コイルを設け

イルでカップリン
5-5）を拡張して，

給電するシステム

併用が可能とし

素が多く，検討す

載バッテリ劣化の

を用いて，容量と

/dQ）最大点から

らつき低減のため

実測値に対して±

は，走行時の電圧

ング（温度，SOC

値とおおむね一致

のバッテリ性能評

進行に差異が生

化度を運転手に

秘めているため，

中に送受電コイル

かし，これまでの

題が存在してい

な非接触給電シ

有無により変化

いる（図 5-16）。

を相殺する無誘

では，開発シス

異物としての硬貨

晴天時と雨天時

に異物の存在を

015 

トや PCU とは電

時の夏期の荷室

ターンで計測した

平均では，提案

。 

外に供されるエ

普及を難しくして

回は化学的な蓄

空調も視野に入

する提案と，予備

し安定性から，化

図 5-10 の基本

する熱交換器，そ

ある水が反応器

を生成する。水が

-11 のシステムを

で一定範囲に留

機の定常出力の

維持出来ることを

格化が検討され

ム（詳細は後述

心的な発表があ

けて車両の前後方

グすることによっ

図 5-13 に示す

ムへの可能性に

，設備化の費用

すべき課題も多い

の関係を把握す

内部抵抗を推定

ら満充電までの充

めに，各種フィル

±数％の誤差で

圧－電流プロット

C，等）を施すこ

致することを確認

評価を行い，使用

生じていることを

にリアルタイムで

今後のさらなる

ル間に金属異物

異物検知システ

いた。この様な背

システム用異物

する電気特性が

また，強磁場雰

誘導コイル形状の

テムを用いた異

貨や模擬生物とし

時を模擬した環境

を安定的に検知

電気的にのみ結

室内温度は，図

た冷凍架装部の

案の電動式は直

ネルギーの大き

ており，画期的な

蓄熱に関する発表

れた発表であっ

備的な試験による

化学反応系には

本構成図に示すよ

それらを連結す

に移動して CaO

が熱交換器方向

を用いて動作検

留めることで 10％

の 1/6 相当）が 5

を確認できた（図

れている非接触充

）などの実用に

あった。保田らは

方向に長い磁極

って 2 次コイルの

すように一次コイ

について論じた 5-6

用等の試算によ

い。（清水） 

することを目的に

定する手法を検

充電量を，新車

ルタリング（充電温

で評価できること

トの傾きで推定し

とで，日数経過

認している（図 5

用条件の異なる

を把握することに

情報発信するよ

る推定精度向上

物が存在した場

テムにおいては

背景のもと，藤田

物検知システム

が静電容量であ

雰囲気下におい

の電極を配置して

異物検知実験結

しての水風船を

境下にて行い，

知できることを証

結合されてお

5-8 に示す

各シーズン

接方式より

きさで，特に

な空調システ

表が 2 件あ

った。小牧ら

る動作確認

は Ca（OH）２

ように，化学

する配管とバ

O と結合す

に移動する

検証とシステ

％以内のば

55 分間継続

5-12）。  

充電器に対

向けた発表

は，2014 春

極を構成し，

の搭載位置

ルを多数設
6）。IEC規格

って可能性

に，市場を走

討した 5-7）。

時と比較す

温度の範囲

とを確認して

しているが，

過による内部

5-15）。最後

る車両間（表

に成功した。

ようなシステ

上に期待した

場合，発熱や

，対象物の

らは金属物

を開発した

あることに着

ても安定的

て静電容量

果について

を用いたイン

位相差によ

証明している

T

Figure 5‐8   フィー
時の荷室温度

Table 5‐1   大型ト
車の主要

Figure 5‐10   化
作動原理

F
熱

Figu

Fig

Fi

ールド試験 
度の変化 

トラック電動冷凍
要諸元 

Fig

化学蓄熱の 
理 

F

Figure 5‐12    冷熱
熱交換器出口の空

ure 5‐13    提案す
給電システムの

gure 5‐14    容量
推測値と実測

igure 5‐15    電池
内部抵抗の変

Table 5‐2    供試
使用履歴と充電

Figure 5‐7   電動
の概観

ure 5‐9   シーズ
各形式の燃費の

Figure 5‐11   動作
システムの概

熱出力と
空気温度

する走行中
概念図

量維持率の
測値

池パックの
変化

試車両の
電履歴

6 

動冷凍車
観

ンごとの
の比較

作検証
要
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の高強
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しかし微
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この技術

一方

今回は
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ピストン
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藤田稔之，藤田

014 年秋季学術

ジン部品＆トライ

ジン部品の中で

ンの燃費低減お

ンの燃費低減の

出力化に耐える

るが，近年では

要求が高まって

ッションでは，エ

子衝突法を用い

度化技術として

アルミニウム合金

微粒子を衝突さ

ウム合金部を取

術により，高温疲

で，摺動面の机

このような観点

ストンスカート部の

域における筋状

ン形状によっては

出された筋状油

6-4）。筋状油膜

後の研究に注目

文献】 

原 信幸，山口 

た内燃機関用

145697 

田橋 一憲，山

解析，自動車技術
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性能面だけでなく

本強，森本洋平

ネルギマネジメ

幸一，富田典之

季学術講演会前刷

惇也，山口公一

学術講演会前刷集

田賢二，早瀬友

知寿（豊田中央

講演会前刷集 No

2014 年春季大会

田富夫，佐藤元

季学術講演会前刷

川陽弘，森田賢治

の電池性能評価

幸一，保田富夫

術講演会前刷集，

イボロジーⅠ，Ⅱ

でも運動系部品お

およびオイル消費

のため摺動面では

る高信頼性が求

ガソリンエンジン

ている。 

エンジン開発上の

た内燃機関用ピ

て，微粒子衝突法

金は高温にさらさ

させて表面を改質

取り囲むことにより

疲労試験におい

机上評価手法の

で取り組まれた

のフリクション解

状油膜がピストン

は図6-3のような

油膜が摩擦平均有

膜が発生するため

目したい。（伊東）

 一守，山川 直

用ピストンの高

田 表，川島 久

術会 2014 秋季大

W  
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く，開発システム

平，池本宣明，八

メント，自動車技

之（デンソー）：HV

刷集 No.151-14

一（日野自動車）

集 No.117-14（2

友宏，後藤洋亮，

研究所）：化学蓄

o.109-14（2014）

会，JSAE エンジ

元久（テクノバ）：走

刷集 No.149-14

治，今村大地（日

価，自動車技術

夫（テクノバ）：非

，No.149-14（20

Ⅱ 

およびそのトライ

費低減に端を発

は，直接的には

求められる。一方

ンのプレイグニシ

の要求に直接的

ピストンの高強度

法を採用した事例

されることで結晶

質することにより

り，結晶の粗大

いて約 2.5 倍の寿

の確立および精度

た研究は少なかっ

解析」6-2)では，ピ

ンの摩擦力に及

な筋状の油膜が

有効圧に占める

めの条件や油膜

） 

直樹，酒井 勉，

強度化，自動

久宜，石間 経章

大会講演前刷集
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ムのコスト削減等

八木豊児（デンソ

技術会 2014 年

V トラック用大型

4（2014） 

：大型トラック電

2014） 

今村朋範，桑

蓄熱を用いた冷
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走行中非接触給
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接触給電用異物

014） 

イボロジーを扱う

発する要求に対す

は摩擦損失低減が

方でオイル消費低

ションの要因であ

的にこたえる内容

度化」6-1)では，ア

例が藤原ら（アー

晶が粗大化し，強

り，合金内に酸化

化を防いでいる

寿命向上が確認

度向上は本分野

った。その中で，

ピストン摩擦損失

及ぼす影響が示さ

が油膜破断域に発

る割合は，3.5％か

膜計算上の取り

末武 弘士，宮坂

車技術会 201

章，鈴木 秀和：ピ

集 224-2014575

等にも期待したい

ソー）：ハイブリッ

年秋季学術講演

型電動冷凍機の

電動冷凍車の開

山和利，西島義

冷熱生成技術，自

l.4, No.4（2014）p

給電システムの

究所）：大規模な

秋季学術講演会

物検知システム

うこのセッション

する回答が示さ

が，間接的には

低減は古くから存

あるとされ，いっ

容が多く見られた

アルミニウム合金

ート金属工業）に

強度が低下する

化した微粒子が

ることが示された

認されている。

野の大きな課題

小田橋ら（群馬

失予測精度向上

された。運転条

発生する。可視化

から 9.9％程度

扱い等，多くの課

坂 四志男：微粒

4 秋季大会講

ピストンスカート

5 
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